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議案第 ２０ 号 

 

令和８年度 有田川町水道事業会計予算 

（総  則） 
第１条 令和 8 年度有田川町水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

（業務の予定量） 
第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１） 給 水 戸 数             ７，３００戸 

（２） 年 間 給 水 量         ２，０７５，０００ｍ3 

（３） １日平均給水量             ５，６８４ｍ3 

（４） 主要な建設改良事業 

吉備浄水場兼水道庁舎建設工事    １，０２９，３００千円 

（土木・建築工事、施工監理業務委託） 

吉備浄水場兼水道庁舎設備工事      ６３２，２００千円 

南部低区配水区域配水管布設替工事     ４０，０００千円  

          

（収益的収入及び支出） 
第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 

第１款 水道事業収益   ６１３，３８６千円 

第１項 営 業 収 益   ４３３，２０６千円 

第２項 営業外収益      １８０，１７８千円 

第３項 特 別 利 益             ２千円 

支      出 

 第１款 水道事業費用   ４２９，９５７千円 

第１項 営 業 費 用   ４１９，００９千円 

第２項 営業外費用     ７，７４８千円 

第３項 特 別 損 失       ２００千円 

第４項 予 備 費       ３，０００千円 

 

（資本的収入及び支出） 
第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額１７４，８６５千円は、消費税資本的収支調整額１６１，３０１千円、過年度損

益勘定留保資金１３，５６４千円で補てんするものとする。）。 

収      入 

 第１款 資本的収入    １，６６２，０００千円 

  第１項 工事負担金             ５００千円 

第２項 企  業  債    １，６６１，５００千円 
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  支      出 

 第１款 資本的支出    １，８３６，８６５千円 

第１項 建設改良費          １，７７４，３４３千円 

第２項 企 業 債          ６２，５２２千円 

 

（企業債） 
第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法 

吉備浄水場兼水道

庁舎建設工事 
1,661,500 

千円 証書借入 

5.0％以内 
（ただし、利率見直し方

式で借り入れる政府資金

および地方公共団体金融

機構資金について、利率

の見直しを行った後につ

いては、当該見直し後の

利率） 

借入先の融資条

件による。ただ

し企業財政その

他の都合により

繰上償還又は低

利に借り換える

ことができる 

 

（一時借入金） 
第６条 一時借入金の限度額は ２００，０００千円と定める。 

 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 
第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１） 収益的支出のうち、第１項営業費用と第２項営業外費用と第３項特別損失との 

間の流用 

（２） 資本的支出のうち、第１項建設改良費と第２項企業債との間の流用 

 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 
第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又はそれ 

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

（１） 職員給与費             ４８，６４７千円 

 

（たな卸資産購入限度額） 

第９条 たな卸資産の購入限度額は、 ７，２０５千円と定める。 

 

 

 

                           令和 ８年 ３月 ３日 提出 

                             有田川町長 坂 頭  徳 彦 
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付   属   書   類 

 

１． 令和 ８年度 予 算 実 施 計 画 

２． 令和 ８年度 予定キャッシュ・フロー計算書 

３． 給 与 費 明 細 書                         

４． 債 務 負 担 行 為 に 関 す る 調 書 

５． 令和 ７年度 予 定 損 益 計 算 書  

６． 令和 ７年度 予 定 貸 借 対 照 表 

７． 令和 ８年度 予 定 貸 借 対 照 表 

８． 令和 ８年度 予 算 説 明 書 
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収 益 的 収 入 （単位　千円）

予 定 額

1. 水道事業収益 613,386

1. 営業収益 433,206

1. 給水収益 381,308 水道料金及び量水器使用料

2. 受託工事収益 1  

3. その他の営業収益 51,684 材料売却収益、開始手数料等

4. 工事負担金 213 消火栓修理負担金

2. 営業外収益 180,178

1. 受取利息及び配当金 3,000 預金利子等

2. 他会計補助金 1 一般会計繰入金

3. 長期前受金戻入 70,795  

4. 雑収益 6,382 加入分担金等

5. 消費税及び地方消費税還付金 100,000  

3. 特別利益 2

1. 過年度損益修正益 1  

2. 引当金戻入益 1  

収 益 的 支 出 （単位　千円）

予 定 額

1. 水道事業費用 429,957

1. 営業費用 419,009

1. 原水及び浄水費 25,467 水源、導水管の維持管理費

2. 配水及び給水費 202,308 配水池、配水管の維持管理費

3. 受託工事費 1  

4. 総係費 35,349 営業全般に要する経費

5. 減価償却費 152,184 固定資産減価償却費

6. 資産減耗費 1,500 固定資産除却費等

7. その他の営業費用 2,200 材料売却原価

2. 営業外費用 7,748

1. 支払利息及び企業債取扱諸費 7,747
企業債支払利息、一時借入金利
子

2. 雑支出 1  

3. 特別損失 200

1. 過年度損益修正損 200  

4. 予備費 3,000

1. 予備費 3,000  

令和8年度　有田川町水道事業会計予算実施計画

 

款 項 目 備　　　考

款 項 目 備　　　考
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資 本 的 収 入 （単位　千円）

予 定 額

1. 資本的収入 1,662,000

1. 工事負担金 500

1. 工事負担金 500 消火栓設置負担金等

2. 企業債 1,661,500

1. 企業債 1,661,500  

資 本 的 支 出 （単位　千円）

予 定 額

1. 資本的支出 1,836,865

1. 建設改良費 1,774,343

1. 資産購入費 1,734,343
吉備浄水場兼水道庁舎建設工事
等

2. 配水管整備費 40,000 水道管布設替工事等

2. 企業債 62,522

1. 企業債償還金 62,522 企業債償還元金

款 項 目 備　　　考

款 項 目 備　　　考
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（単位　千円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 62,461

減価償却費 152,184

退職給付引当金の増加・減少額（△） △1

貸倒引当金の増加・減少額（△） 267

長期前受金戻入額 △70,795

受取利息及び配当金 △3,000

支払利息及び企業債取扱諸費 7,747

未収金の増加（△）・減少額 △99,189

未払金の増加・減少額（△） 24,999

たな卸資産の増加（△）・減少額 2,649

小計 77,322

利息及び配当金の受取額 3,000

利息及び企業債取扱諸費の支払額 △7,747

業務活動によるキャッシュ・フロー 72,575

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,613,042

補助金、負担金等による収入 500

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,612,542

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良等の財源に充てるための企業債による収入 1,661,500

建設改良等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △62,522

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,598,978

資金増減額 59,011

資金期首残高 1,902,998

資金期末残高 1,962,009

令和８年度　有田川町水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書
（令和８年４月１日から令和９年３月３１日）
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１　総　　括

報酬

（千円）

福利費

（千円）

給　　与　　費　　明　　細　　書

区分

職員数 給与費 法定
合計

特別職 一般職

（千円）（人） （人）

給料

（千円）

手当

（千円）

計

（千円）

本年度
　 （ － ） 　 　 　

－ 5 － 9,462 48,704

　

21,755

　

17,487

　

39,242

前年度
　 （ － ） 　 　

45,972－ 5 －

　

36,88716,35920,528 9,085

　 　 　

比較

※（　　）内は、再任用短時間勤務職員及びパートタイム会計年度任用職員（外書き）

（千円） （千円） （千円）

合計
特別職 一般職 報酬 給料 手当 計 福利費

ア　会計年度任用職員以外の職員

区分

職員数 給与費 法定

（人） （人） （千円） （千円） （千円）

（ － ） 　　

－ 0 － 2,732

手
当
の
内
訳

扶養 通勤

手当

377

宿日直 期末勤勉

手当

退職

給付費手当 勤務手当

1,227

　 　　

2,355

　

1,128

手当 手当 手当 手当

児童 時間外住居 管理職

480 272 480 4,600

（千円）

本年度 942 601 603

前年度 966 421 312 278 8,706336

比較 △ 24 180 291 △ 260 0 803△ 6 0

（千円）

区分

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

144 1,128

合計

0

0

9,509

740 4,600

17,487

16,359

（千円）

　

本年度
9,462 48,704

　 　 　

－ 5 － 21,755 17,487 39,242

　 （ － ） 　 　 　

前年度
　

－ 5 － 20,528 16,359 36,887 9,085 45,972

　 （ － ） 　 　 　 　 　

278 740 4,600 8,706 0 16,358

480 4,600 9,509 0 17,487

前年度 966 420 312 336

（千円） （千円） （千円） （千円）

本年度 942 601 603 480 272

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

合計
手当 手当 手当 手当 手当 手当 勤務手当 手当 給付費

2,732

　 　 　

※（　　）内は、再任用短時間勤務職員（外書き）

扶養 通勤 住居 管理職 宿日直

1,128 2,355

時間外 期末勤勉 退職

377

児童

　 （ － ） 　 　 　
比較

－ 0 － 1,227

手
当
の
内
訳

区分

比較 △ 24 181 291 144 △ 6 △ 260 0 803 0 1,129
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２　給料及び手当の増減額の明細

前年度

比較

※（　　）内は、パートタイム会計年度任用職員（外書き）

イ　会計年度任用職員

区分

職員数 給与費

特別職 一般職 福利費

区分

（千円） （千円） （千円） （千円）

本年度

その他の増減分 人事異動等による768

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

手当 1,128
制度改正に伴う増減分 209 扶養手当、期末・勤勉手当率改正による

その他の増減分 919 人事異動等による

給料 1,227

給与改定に伴う増減分 369

昇給に伴う増加分 90

区分 増減額（千円） 増減事由別内訳（千円） 説明 備考

法定
合計

給料 手当 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

報酬

（千円）

　 （　　） 　 　 　 　 　 　

　 （　　） 　 　 　 　 　 　

　　 （　　） 　 　 　 　 　

手
当
の
内
訳

扶養 通勤 住居 管理職 宿日直 児童 時間外 期末勤勉 退職
合計

手当 手当 手当 手当 手当 手当 勤務手当 手当 給付費

本年度

前年度

比較
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３　給料及び手当の状況

（１）　職員一人当たり給与 （２）　初任給

（３）　級別職員数 （４）　昇給

職員数 （Ａ）（人）

昇給に係る職員数 （Ｂ）（人）

０号級

令和8年 １号級

1月1日現在 ２号級

３号級

４号級

５号級

６号級

７号級

令和7年 ８号級

1月1日現在

職員数 （Ａ）（人）

昇給に係る職員数 （Ｂ）（人）

０号級

１号級

２号級

　 （級別の基準となる職務） ３号級

４号級

部長級の職務 ５号級

課長級の職務、保育所長 ６号級

困難な業務を行う統括指導主事及び消防本部課長の ７号級

職務 ８号級

班長、副班長、主幹及び統括指導主事の職務

消防本部課長、消防副署長及びこれに相当する

消防司令の職務

主任調理員、消防署班長及び副班長の職務

主任、指導主事、主任保健師、主任保育士、

主任調理員の職務

消防署班長及び副班長の職務

保育士、調理員の職務

主査の職務

相当な知識又は経験を必要とする業務を行う主事、

保健師、保育士、調理員の職務

主事、保健師、保育士、調理員の職務

高度の知識又は経験を必要とする業務を行う保健師、

困難な業務を行う指導主事、主任保健師、主任保育士、

１級

２級

３級

４級  比率　（Ｂ）／（Ａ）　　（％） 100.0

５級

1

等級 内容

６級

4

１ 0 － 5

計 5 100.0

昇給数別内訳

３ 3 60.0  比率　（Ｂ）／（Ａ）　　（％） 100.0

２ 0 －

前
年
度

5

５ 1 20.0

４ 1 20.0

計 5 100.0

６ 0 －

２ 0 －

１ 0 － 3

20.0

３ 3 60.0 2

0 － 5

５ 1 20.0

昇給数別内訳

４ 1

区分
職　　員 区分 職員

級 職員数（人） 構成比（％）

本
年
度

5

６

令和7年1月1日現在

 平均給料月額（円） 338,880
大学卒 232,000 232,000

 平均給与月額（円） 386,632

平均年齢　（歳） 44.6

401,148
高校卒 200,300 200,300

平均年齢　（歳） 50

区　　　　　分
区分 月額（円）

一般会計の制度

令和8年1月1日現在

 平均給料月額（円） 349,700 月額（円）

 平均給与月額（円）
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（５）　特殊勤務手当

（６）　期末手当・勤勉手当

（７）　定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

（８）　その他の手当

通勤手当 同じ

異同の内容

　

　

　

区分 一般会計の制度との異同

扶養手当 同じ

住居手当 同じ

一般会計の制度
24.586875 33.27075 47.70900 47.70900

調整額、定年前早期
退職特例措置

（支給率等）

支給率等 24.586875 33.27075 47.70900 47.70900
調整額、定年前早期
退職特例措置

区分
２０年勤続の者 ２５年勤続の者 ３５年勤続の者 最高限度

その他の加算措置等
（月分） （月分） （月分） （月分）

一般会計の制度 2.325 2.325 4.650 有り

前年度 2.300 2.350 4.650 有り

本年度 2.325 2.325 4.650 有り

区分
支給期別支給率 支給率計 制度上の段階、職務の級等による

加算措置
備考

６月（月分） １２月（月分） （月分）

職員

給料総額に対する比率（%)

支給対象職員の比率（%)

代表的な特殊勤務手当の名称

区分
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給水収益等 負担金 企業債

千円 年度 千円 年度 千円 千円 千円

千円 年度 千円 年度 千円 千円 千円

千円 年度 千円 年度 千円 千円 千円

千円 年度 千円 年度 千円 千円 千円

0 0

千円

吉備浄水場兼水道
庁舎設備工事

1,083,181 6～7 355,950 8 727,231

水道施設維持管理
業務委託及び水道
検針業務等委託料

241,890 - - 8～10 241,890 120,945

千円

5,500 2,750

727,231

債務負担行為に関する調書

事   項 限度額

前 年 度 末 ま で の 支 払 当 該 年 度 以 降 の 支

義 務 発 生 ( 見 込 ) 額 払 義 務 発 生 予 定 額

期   間 金   額 期   間 金   額

左の財源内訳

120,945

2,750

千円

0 0 1,029,300

0

08～12

千円

吉備浄水場兼水道
庁舎建設工事

1,490,280 6～７ 460,980 8 1,029,300

 設計積算システム
 提供業務利用料

5,500 - -
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1. （単位：千円）

(1) 367,919

(2) 1

(3) 35,809

(4) 155 403,884

2.

(1) 20,333

(2) 141,578

(3) 1

(4) 34,473

(5) 156,211

(6) 11,500

(7) 1,498 365,594

営 業 利 益 38,290

3.

(1) 3,000

(2) 1

(3) 72,526

(4) 7,902 83,429

4.

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 8,953

(2) 45 8,998 74,431

経 常 利 益 112,721

5.

(1) 1

(2) 1 2

6.

(1) 169 169

7.

(1) 3,000 3,000 △3,167

109,554

137,870

その他未処分利益剰余金変動額 0

247,424

令和7年度　有田川町水道事業会計予定損益計算書
（令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月31日まで）

その他の営業収益

長期前受金戻入

工 事 負 担 金

受取利息及び配当金

他会計補助金

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 外 収 益

その他の営業費用

過年度損益修正益

受　託　工　事

給　水　収　益

原水及び浄水費

配水及び給水費

資 産 減 耗 費

雑収益

特 別 利 益

雑支出

営 業 外 費 用

受 託 工 事 収 益

総　　係　　費

減 価 償 却 費

引当金戻入益

予 備 費

前年度繰越利益剰余金

当年度未処分利益剰余金

当年度純利益

過年度損益修正損

特 別 損 失

予備費
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1. （単位：千円）

(1)

(イ) 251,663

(ロ) 265,048

△137,833 127,215

(ハ) 7,142,661

△3,273,603 3,869,058

(ニ) 699,990

△640,326 59,664

(ホ) 30,207

△14,447 15,760

(ヘ) 17,264

△15,697 1,567

(ト) 63,334

△50,421 12,913

(チ) 795,094

5,132,934

(2)

(イ) 8

8

5,132,942

2.

(1) 1,902,998

(2) 63,031

△308 62,723

(3) 14,778

1,980,499

7,113,441

貯蔵品

減価償却累計額

減価償却累計額

減価償却累計額

メーター

減価償却累計額

車両及び運搬具

令和7年度　有田川町水道事業会計予定貸借対照表
（令和8年3月31日）

資　　産　　の　　部

機械及び装置

構築物

建物

土地

固 定 資 産

有形固定資産

電話加入権

流動資産合計

資産合計

流 動 資 産

有形固定資産合計

減価償却累計額

減価償却累計額

建設仮勘定

工具器具及び備品

無形固定資産合計

現金預金

未収金

無形固定資産

貸倒引当金

固定資産合計
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3. （単位：千円）

(1)

(イ) 建設改良費等の財源に 1,094,734

充てるための企業債

1,094,734

(2) 引当金

(イ) 49,380

49,380

1,144,114

4.

(1)

(イ) 建設改良費等の財源に 44,238

充てるための企業債

44,238

(3) 45,245

(5)

(イ) 賞与引当金 3,458

3,458

(6) 28,767

121,708

5.

(1) 3,665,667

(2) △1,469,905

2,195,762

3,461,584

企業債合計

負　　債　　の　　部

未払金

流動負債合計

その他流動負債

引当金合計

収益化累計額

繰延収益合計

繰 延 収 益

長期前受金

固 定 負 債

流 動 負 債

負債合計

固定負債合計

退職給付引当金

企業債合計

引当金合計

企業債

企業債

引当金
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6. （単位：千円）

(1) 2,013,218

2,013,218

7.

(1)

(イ) 2,053

(ロ) 7,162

9,215

(2)

(イ) 97,000

(ロ) 1,285,000

(ハ) 当年度未処分利益剰余金 247,424

1,629,424

1,638,639

3,651,857

7,113,441

利益剰余金

資本剰余金

資本剰余金合計

受贈財産評価額

資本金合計

資本金

国庫補助金

負債資本合計

利益剰余金合計

減債積立金

資本合計

建設改良積立金

剰余金合計

資　　本　　の　　部

資 本 金

剰 余 金

水道 - 15



令和７年度 有田川町水道事業会計 注記表 

 
 
 
Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 
（１）資産の評価基準及び評価方法 
  ① たな卸資産の評価基準及び評価方法 
   ア 貯蔵品 

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り

下げの方法により算定）によっております。 

 
 
（２）固定資産の減価償却の方法 
  ① 有形固定資産（リース資産を除く） 
   定額法を採用しております。但し、メーターについては取替法を採用しており

ます。 
主な耐用年数は次のとおりです。 

建物       ７年～６５年 
構築物      ３年～８０年 
機械及び装置   ５年～２０年 
量水器      ８年 
車両及び運搬具  ４年～５年 
工具器具及び備品 ２年～２０年 

 
  

（３）引当金の計上方法 
  ① 貸倒引当金 
   債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等による回収可能性に基

づき、回収不能見込額を計上しています。 

 
 
  ② 退職給付引当金 
   職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における職員に対する退職手当

の要支給額（簡便法）に相当する金額を計上しています。 
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  ③ 賞与等引当金 
   職員の期末・勤勉手当の支給及び当該手当の支給に係る法定福利費の支払に備

えるため、当年度末における支給（支払）見込額に基づき、当年度の負担に属す

る額を計上しています。 

 
（４）その他会計に関する書類の作成のための基本となる重要な事項 
  ① 重要なリース取引の処理方法 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっています。 

 
② 消費税等の会計処理 
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっています。 

 
 
 
 
 

以下  余 白 
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1. （単位：千円）

(1)

(イ) 251,663

(ロ) 1,662,712

△143,278 1,519,434

(ハ) 7,107,825

△3,412,269 3,695,556

(ニ) 1,606,204

△643,550 962,654

(ホ) 30,789

△14,692 16,097

(ヘ) 17,264

△15,996 1,268

(ト) 89,972

△54,726 35,246

(チ) 111,874

6,593,792

(2)

(イ) 8

8

6,593,800

2.

(1) 1,962,009

(2) 162,220

△575 161,645

(3) 12,129

2,135,783

8,729,583

貯蔵品

減価償却累計額

減価償却累計額

減価償却累計額

メーター

減価償却累計額

車両及び運搬具

令和8年度　有田川町水道事業会計予定貸借対照表
（令和9年3月31日）

資　　産　　の　　部

機械及び装置

構築物

建物

土地

固 定 資 産

有形固定資産

電話加入権

流動資産合計

資産合計

流 動 資 産

有形固定資産合計

減価償却累計額

減価償却累計額

建設仮勘定

工具器具及び備品

無形固定資産合計

現金預金

未収金

無形固定資産

貸倒引当金

固定資産合計
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3. （単位：千円）

(1)

(イ) 建設改良費等の財源に 2,693,712

充てるための企業債

2,693,712

(2) 引当金

(イ) 49,379

49,379

2,743,091

4.

(1)

(イ) 建設改良費等の財源に 44,238

充てるための企業債

44,238

(2) 70,244

(3)

(イ) 賞与引当金 3,458

3,458

(4) 28,767

146,707

5.

(1) 3,666,167

(2) △1,540,700

2,125,467

5,015,265

企業債合計

負　　債　　の　　部

未払金

流動負債合計

その他流動負債

引当金合計

収益化累計額

繰延収益合計

繰 延 収 益

長期前受金

固 定 負 債

流 動 負 債

負債合計

固定負債合計

退職給付引当金

企業債合計

引当金合計

企業債

企業債

引当金
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6. （単位：千円）

(1) 2,013,218

2,013,218

7.

(1)

(イ) 2,053

(ロ) 7,162

9,215

(2)

(イ) 97,000

(ロ) 1,285,000

(ハ) 当年度未処分利益剰余金 309,885

1,691,885

1,701,100

3,714,318

8,729,583

利益剰余金

資本剰余金

資本剰余金合計

受贈財産評価額

資本金合計

資本金

国庫補助金

負債資本合計

利益剰余金合計

減債積立金

資本合計

建設改良積立金

剰余金合計

資　　本　　の　　部

資 本 金

剰 余 金
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令和８年度 有田川町水道事業会計 注記表 

 
 
 
Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 
（１）資産の評価基準及び評価方法 
  ① たな卸資産の評価基準及び評価方法 
   ア 貯蔵品 

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り

下げの方法により算定）によっております。 

 
 
（２）固定資産の減価償却の方法 
  ① 有形固定資産（リース資産を除く） 
   定額法を採用しております。但し、メーターについては取替法を採用しており

ます。 
主な耐用年数は次のとおりです。 

建物       ７年～６５年 
構築物      ３年～８０年 
機械及び装置   ５年～２０年 
量水器      ８年 
車両及び運搬具  ４年～５年 
工具器具及び備品 ２年～２０年 

 
  

（３）引当金の計上方法 
  ① 貸倒引当金 
   債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等による回収可能性に基

づき、回収不能見込額を計上しています。 

 
 
  ② 退職給付引当金 
   職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における職員に対する退職手当

の要支給額（簡便法）に相当する金額を計上しています。 
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  ③ 賞与等引当金 
   職員の期末・勤勉手当の支給及び当該手当の支給に係る法定福利費の支払に備

えるため、当年度末における支給（支払）見込額に基づき、当年度の負担に属す

る額を計上しています。 

 
（４）その他会計に関する書類の作成のための基本となる重要な事項 
  ① 重要なリース取引の処理方法 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっています。 

 
② 消費税等の会計処理 
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっています。 

 
 
 
 
 

以下  余 白 
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（単位　千円）

予 定 額

1. 水道事業収益 613,386

1. 営業収益 433,206

1. 給水収益 381,308

水道使用料 369,920  

量水器使用料 11,388  

2. 受託工事収益 1

受託工事収益 1  

3. その他の営業
収益

51,684

材料売却収益 1,200  

手数料 794 開始等手数料

雑収入 49,690
簡易水道・下水道会計負担
金

4. 工事負担金 213

工事負担金 213 消火栓修理負担金

2. 営業外収益 180,178

1. 受取利息及び
配当金

3,000

預金利子 3,000  

2. 他会計補助金 1

補助金 1  

3. 長期前受金戻
入

70,795

工事負担金 66,751  

国庫補助金 4,044  

4. 雑収益 6,382

不用品売却収益 1  

その他雑収益 6,381 加入分担金等

5.
100,000

消費税及び地方消費税
還付金

100,000  

3. 特別利益 2

1. 過年度損益修
正益

1

過年度損益修正益 1  

2. 引当金戻入益 1

引当金戻入益 1  

令和８年度　水道事業会計予算実施計画明細書

 

収 益 的 収 入

款 項 目 節 説　　　明

消費税及び地
方消費税還付
金
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（単位　千円）

予 定 額

1. 水道事業費用 429,957

1. 営業費用 419,009

1. 原水及び浄水
費

25,467

備消品費 150 消耗品費

燃料費 46 自家発電機燃料代等

光熱水費 16
第10水源地 公共下水道使
用料

通信運搬費 328 専用回線使用料

委託料 921 発電設備保安点検業務委託

手数料 2,790 水質検査費

賃借料 3 電柱用地借上料

修繕費 2,000 水源・導水・浄水施設修繕

路面復旧費 100 水道工事跡復旧費

動力費 15,425 取水井電気代

薬品費 2,200 原水薬品費

材料費 500 導水管修理時材料費

補償金 240 井戸打替補償

負担金 748 水源地負担金

2. 配水及び給水
費

202,308

給料 12,947 ３名分

手当 9,987 扶養・期末・勤勉手当等

賞与等引当金繰入額 2,152
賞与、法定福利費引当金繰
入額

法定福利費 5,222
職員共済・退職手当事務組
合負担金

被服費 200 作業服

備消品費 713
建設物価誌等、修理用消耗
品

燃料費 886 公用車ガソリン代

通信運搬費 602 専用回線使用料

委託料 111,040
施設保守点検委託、漏水調
査業務等

手数料 330 水質検査

賃借料 30 設計積算システム等

修繕費 19,195 漏水、配水施設等修繕料

路面復旧費 3,000 水道工事跡復旧費

動力費 30,081 配水施設電気代

説　　　明

収 益 的 支 出

款 項 目 節
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予 定 額

薬品費 300 検査薬品

材料費 5,000 漏水修理工事等材料費

保険料 623 賠償責任・機械設備保険

3. 受託工事費 1

材料費 1  

4. 総係費 35,349

給料 8,808 ２名分

手当 4,358 扶養・期末・勤勉手当等

賞与等引当金繰入額 1,512
賞与、法定福利費引当金繰
入額

法定福利費 3,661
職員共済・退職手当事務組
合負担金

旅費 404 研修、会議等旅費

報償費 100  

備消品費 1,520 消耗品等

光熱水費 24
水道事務所 公共下水道使
用料

印刷製本費 1,650 納入通知書、封筒等

通信運搬費 2,392 電話代、納付書郵送料等

委託料 3,253 警備、電算保守

手数料 4,621 口座振替、検便手数料

賃借料 669 コピー機、駐車場使用料

修繕費 1,519 公用車等修繕

材料費 30 維持管理材料費

公課費 77 公用車 重量税

研修費 200 研修参加費

会費負担金 235 日本水道協会負担金等

保険料 49 公用車 自賠責保険料

貸倒引当金繰入額 267 貸倒引当金繰入額

5. 減価償却費 152,184

建物 5,445  

構築物 138,666  

機械及び装置 3,224  

メーター 245  

車両及び運搬具 299  

工具器具及び備品 4,305  

款 項 目 節 説　　　明
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予 定 額

6. 資産減耗費 1,500

固定資産除却費 0 管路更新等による除却費

たな卸資産減耗費 1,500 不用品処分費

7. その他の営業
費用

2,200

材料売却原価 2,200  

2. 営業外費用 7,748

1.
7,747

企業債利息 7,247 財政融資資金等

借入金利息 500  

2. 雑支出 1

雑支出 1  

3. 消費税及び地
方消費税

0

消費税及び地方消費
税

0  

3. 特別損失 200

1. 過年度損益修
正損

200

過年度損益修正損 200  

4. 予備費 3,000

1. 予備費 3,000

予備費 3,000  

説　　　明

支払利息及び
企業債取扱諸
費

款 項 目 節
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（単位　千円）

予 定 額

1. 資本的収入 1,662,000

1. 工事負担金 500

1. 工事負担金 500

消火栓負担金 500 消火栓新設負担金

2. 企業債 1,661,500

1. 企業債 1,661,500

企業債 1,661,500  

（単位　千円）

予 定 額

1. 資本的支出 1,836,865

1. 建設改良費 1,774,343

1. 資産購入費 1,734,343

建物 1,061,837
吉備浄水場兼水道庁舎建設
工事等

構築物 1,680

機械及び装置 640,885
吉備浄水場兼水道庁舎設備
工事等

メーター 640 メーター新規購入

工具器具及び備品 29,301  

2. 配水管整備費 40,000

工事請負費 40,000 布設替工事

2. 企業債 62,522

1. 企業債償還金 62,522

企業債償還金 62,522 財政融資資金等

説　　　明

資 本 的 収 入

款 項 目 節

説　　　明

資 本 的 支 出

款 項 目 節
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